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B 101 女 子学生 の 靴･に 関する調 査

和洋女大 文家 政　 ○河本美 智子　 田口 秀子　 川村一 男

〔(社)日 本 家 政 学 会

目的　 履 き心 地の 良い 婦 人靴につい て追 究す るため の基 礎試料を 得るa. め、 現 在女子学

生が 所持使 用し てい る 靴につ いて 調査 を行っ た。

方法　 調 査の 対象 は、18 ～21 歳の女 子学生で 総数1105 名で あるｏ 調査 の方 法はT  ンケ一

卜方式 で、設問10 項目につい て回答 をして もらっ た（ 複数回答 島あ わ ）o 調査の実 施は19

84年６月 ～7 月で あるo

結 果　1 ）女子 学`生個 人の所 持する 靴は、7    ～12 足 が最 も多 く58.3  価であり、 サンダ ル（

10 94人 ）ス二- カー（1010 人 ）パン プス（1050 人）であるo  2 ）靴 のサ イズは60  .5 価の 者が

25～25.5oni で ある。ろ）靴の利用度は スニ ー カー81  .3 価、 パン プス83.6  価、 ウェ ッジ5^.6  <f>

であったo    4 ）利用度の多い ヒー ル高は1.0 cmで、 かな ね低い ヒー ル が好 んで履か れてい るo

5）fT規購入 は季 節で異なり、 １足は 必ず 購入する者 が、春51.6    価、 冬48.1   96、秋58  * 、夏

35.7 価で あ わ、 夏は２ 足（ 主 にサン ダ ル）購 入する 者が45.2    価であっ たo   O 新 規購入 時、

K.一 ル高 に よI) 靴のサ イズを変 える 者が 約20  * あっ た０７）靴購入 時の留 意点はデザ イy  が

第１ 位で、 機 能性は あt  !）期待し てい力:いo し か し、機 能性 とし て の項 目に は 、耐久 性、

柔 軟性、 通気 性等を あげ て 軸り、 これらが 履心地｡を左右 する としてい るo   8）雨天 専用 の靴

の利用 は少い 。9 ）靴の 手入 で洗浄す る者は52.8  価でス 二－ カ一 が最も多いo 10）靴 によ る障

害は、 圧迫によ るタコや 変形 で 第５ 趾、建 部、 第１中 足骨 部位に 多 くみられ たｏ　　　以 上

のこ とから、履心 地の良い 靴は、ヒ ー ルの 高低、耐 久性 、 柔軟 性、 通気性等 が主 たる要因

であり 、局 部的な 圧迫に よ ね障 害を起 こ■S 刄いもc である ことを認 めたｏ
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